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千葉県長生農林振興センター 振 興普及部 改良普及課 野菜科

□
□
□
□
□
□
□

１
、

千
葉
県
長
生
地
域
の
概

要
と
熱
水
土
壊
消
毒
導

入
の
経
緯

千
葉
曇
長
生
地
域
は
、

千
葉
県
の
中
央
、

九
十
九
里
浜
の
南
部
に
位
置
し
、

年
間
平

均
気
温

一
五
上
三
度
Ｃ
、

年
間
降
雨
量

一
、

七
〇
〇
ド
席
の
温
暖
な
地
域
で
あ
る
。

特

に
海
岸
沿
い
の
一
宮
町
　
白
子
町
　
長
生

村
を
中
心
と
し
た
砂
質
土
壌
地
帯
に
は
施

設
ト
マ
ト
の
産
地
が
あ
り
、

大
型
集
選
果

場

（Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
長
生
）
を

利
用
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
長
生
施
設
野
業
部

会
を
中
心
に
生
産
者
は
二
〇
四
戸
、

栽
培

面
積
は
約
六
〇
沙
に
及
ん
で
い
る
。

作
型
は
半
促
成
、

抑
制
、

越
冬
の
二
つ

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
抑
制
栽
培
は
半
促

成
栽
培
と
年
二
作
の
ト
マ
ト
専
作
経
営
が

多
く
、

固
場
に
よ
っ
て
は
夏
期
に
、

上
壊

病
害
と
し
て
最
も
防
除
困
難
な
青
枯
病
が

発
生
し
て
い
る
。

一
方
、

越
冬
ト
マ
ト
栽
培
で
は
多
く
が

メ
ロ
ン
と
の
輪
作
経
営
で
、

え
そ
斑
点
病

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

千
葉
県
農
業
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
独
立
行
政
法
人

農
業

・
生
物
系
特
定
産
業
技
術
研
究
機
構

（独
法
農
研
機
構
）
野
菜
茶
業
研
究
所
と

連
携
し
対
策
に
乗
り
出
し
て
い
た
。

本
病

は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

土

壊
中
の
糸
状
菌
が
媒
介
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、

媒
介
者
を
熱
水
に
よ
っ
て
殺
菌
し
本

病
を
防
除
し
よ
う
と
、

千
葉
県
農
業
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
と

（独
法
農
研
機
構
）
野

菜
茶
業
研
究
所
が
連
携
し
対
策
に
乗
り
出

し
た
。

千
葉
県
長
生
地
域
で
は
、

二
～
三
年
前

よ
リ
チ

ュ
ー
ブ
等
を
事
前
に
設
置
す
る
タ

イ
プ
の
熱
水
土
壊
消
毒
や
蒸
気
消
毒
等
を

実
施
し
、

「熱
」
に
よ
る
土
壌
消
毒
を
行

っ

て
き
た
経
緯
が
あ

っ
た
が
、

消
毒
の
効
果

や
効
率
性
の
面
か
ら
定
着
し
て
い
な
か

っ

た
。メ

ロ
ン
え
そ
斑
点
病
対
策
と
し
て
試
み

た
熱
水
土
壊
消
毒
は
牽
引
方
式
に
よ
る
も

の
で
、

設
置
労
力
が
か
か
ら
ず
、　

一
度
に

多
量
の
熱
水
散
布
が
可
能
で
、
し
か
も
熱

水
は
出
湯
温
度
が
九
五
度
Ｃ
以
上
と
高
く
、

機
械
稼
働
後
は
自
動
散
布
可
能
と
あ
っ
て
、

土
壊
病
害
に
悩
ん
で
い
る
ト
マ
ト
生
産
者

も
高
い
関
心
を
寄
せ
た
。

結
果
的
に
メ
ロ

ン
で
は
病
原
菌
を
防
除
し
き
れ
ず
、

現
在
、

抵
抗
性
品
種
の
導
入
に
よ
る
対
応
を
行
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
ト
マ
ト
青
枯
病
多
発

生
農
家
が
メ
ロ
ン
圃
場
で
の
熱
水
土
壌
消

毒
を
視
察
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
青
枯

rj 今 月の農業 6月 号



病
防
除
対
策
と
し
て
、

千
葉
県
長
生
農
業

改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

（現
千
葉
県
長
生
農

林
振
興
セ
ン
タ
ー
）
が
中
心
と
な
り
、

（独

法
農
研
機
構
）
野
菜
茶
業
研
究
所
お
よ
び

千
葉
県
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
て
、

熱
水
土
壌
消
毒
を
実
施
す
る
事
と

な
っ
た
。

□
□
□
□
□
□
□

２
、

実
施
圃
場
の
概
要

青
枯
病
防
聡
試
験
は
、

長
生
郡
長
生
村

の
ト
マ
ト
生
産
者
の
鉄
骨
ハ
ウ
ス
ニ
、

〇

〇
〇
平
方
財
に
お
い
て
、

抑
制
栽
培
前
に

熱
水
土
壌
消
毒
を
実
施
し
、

同
生
産
者
の

所
有
す
る
隣
接
す
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
一
、

六
八
〇
平
方
肝
で
は
、

サ
イ
コ
ン
油
剤
に

よ
る
よ
壌
消
毒
を
行
い
、

比
較
検
討
を
行

っ
た
。

試
験
固
場
の
耕
種
概
要
は
第

一
表

の
通
り
で
あ
る
。

両
圃
場
は
と
も
に
砂
質

沖
積
上
で
准
水
同
時
施
肥
栽
培
に
よ
る
肥

培
管
理
で
、

二
〇
〇
〇
年
よ
り
抑
制
栽
培

（収
穫
期
間

”
九
月
上
旬
～
十
月
下
旬
ま
で

の
約
ニ
カ
月
）
を
行
っ
て
い
る
青
枯
病
多

発
生
回
場
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
度
は
定

植
前
の
上
壊
消
毒
は
行
わ
ず
、

二
〇
〇
一

年
度
作
の
発
生
程
度
を
ふ
ま
え
て
自
根
苗

と
接
木
苗
を
約
半
分
ず
つ
使
い
分
け
た
。

結
果
は
、

場
所
に
よ
っ
て
は
接
木
苗
（台

木

い
Ｂ
バ
リ
ア
）
や
微
生
物
農
業

（セ
ル

苗
元
気
）
を
利
用
し
た
が
、

い
ず
れ
も
二

段
開
花
時
で
奏
凋
し
は
じ
め
、

未
収
穫
の

ま
ま
枯
死
株
が
続
出
し
た
。
自
根
苗
の
青

枯
病
発
生
率
は
、

八
月
下
旬
に
は
五
〇
％

以
上
と
な
り
、

収
獲
の
な
い
ま
ま
作
を
終

了
さ
せ
た
。
ま
た
、

接
木
苗
は
九
％
程
度

の
発
生
率
と
な
っ
た
。

結
果
的
に
、　

一
〇

イ
当
た
り
の
出
荷
量
は
四

ント
で
、

平
年
対

比
六

一
％
と
甚
大
な
被
害
で
あ
っ
た
。

□
□
□
□
□
□
□

３
、

処

理

前

の
深

耕

熱
水
投
入
前
に
貢
入
式
上
壌
硬
度
計
に

て
土
壌
硬
度
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、

耕
転

前
に
は
深
さ
八
犯ン財
付
近
か
ら
徐
々
に
硬

く
な
っ
て
い
た
（第

一
図
参
照
）。
貫
入
式

上
壌
硬
度
計
で
お
お
よ
そ

一
五
　
　
平
方

北ン席
以
上
と
な
る
と
、

硬
す
ぎ
て
透
水
性

も
悪
く
な
り
、

熱
水
土
壊
消
毒
の
効
果
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

本
国
場
で
は
六
〇
衆ン財
前
後
ま
で
問
題
な

く
熱
水
が
浸
透
す
る
こ
と
が
予
想
で
き
た

が
、

国
場
の
硬
盤
を
無
く
し
、

ス
ム
ー
ズ

に
深
層
部
ま
で
熱
水
を
浸
透
さ
せ
て
防
除

効
果
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
深
耕
を
行

っ
た
。

深
耕
に
は
通
常
の
ロ
ー
タ
リ
ー
刃

の
後
部
に
三
本
の
サ
ブ
ソ
イ
ラ
ー
が
付
い

た
も
の

（第
二
図
参
照
）
を
用
い
て
、

心

上
破
砕
を
兼
ね
た
ロ
ー
タ
リ
ー
耕
を
行

っ

た
。

そ
の
結
果
、

耕
転
後
に
は
三
六
オン
席

の
深
さ
程
度
ま
で
硬
盤
が
破
砕
さ
れ
た
。

□
□
□
□
□
□
□

４
、

熟
水
土
壊
消
毒
の
実
施

状
況

熱
水
土
壌
消
毒
に
は
章
引
方
式
に
よ
る

熱
水
土
壌
消
毒
機
（神
奈
川
肥
料
佃
製
）を

用
い
、

水
源
は
栽
培
中
の
海
水
用
地
下
水
、

出
湯
温
度
九
五
度
Ｃ
、

熱
水
投
入
量
は
二

４
！
車
■
、

【第1図】土壊硬度調査結果 (貫入式上壌硬度計による)(三婆霞絵甲卜守智呂言空ツ丁_」)
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【第1表1 耕  種  概  要

消 毒  法 試験面積 栽培方法 品 種 台   木 機種日 定植日 栽植本数

熱  水

サイロン

1,llXlm2

1,680m2

養減土耕

養紙土耕

ハウス桃太郎

ハウス桃太郎

Bノ リ`ア

B バリア、フイット

6月14日

6月2 1日

7月19日

7月27日

22本 /rna(7捧 /坪 )

20本 /m2(65本 /坪 )

【第2表】二壊中の青枯病菌数

調査地点 A地 点 B地 点 C地 点 D

深度 (cm) 0 2 0 4 0 ω 0 2 0 4 0 6 1 1 0 2 0 4 0 6 1 1 0 4 0 ω

前

後

理

理

処

処

■

　

４

くll13

(900)

0 0

( 1 1 1 )

<1げ

00

1 3

0 4

2 8

0 4

0 0

0 0

1 8

0 0

< 1 0 3

0 0

拓

　

４

< 1 0 3

2 5 2

14

0 0

五
〇
ル
／
平
方
済
と
し
た
。

熱
水
散
布
装

置
は
時
速

一　

三
財
で
被
覆
ポ
リ
エ
テ
レ

ン
フ
ィ
ル
ム
の
下
を
牽
引
さ
れ
、　

一
区
画

二
二
〇
平
方
庫

合
一七
・
五
財
×
八
財
）
の

処
理
時
間
は
夜
間
も
無
人
連
続
稼
働
さ
せ

て
二
三
時
間

（八
日
間
／
二
、

〇
〇
〇
平

方
財
）
で
あ
っ
た
。

□
□
□
□
□
□
□

５
、

処
理
前
後
の
調
査

土
壊
深
度
別
の
地
温
上
昇
を
知
る
た

め
、

ハ
ウ
ス
内
の
計

一
二
地
点
に
温
度
計

を
埋
設
し
、

深
度

一
五
つ
材
ご
と
に
七
五

犯ン肝
ま
で
の
地
温
調
査
を
行
っ
た
。

処
理

後
三
日
間
の
地
温
の
推
移
の
一
例
を
第
二

図
に
示
す
。

青
枯
病
菌
の
死
減
温
度
は
五

二
度
Ｃ
で

一
〇
分
間
と
さ
れ
て
い
る
が
、

各
地
点
の
最
高
地
温
は
、

深
さ
三
〇
犯ン庫

ま
で
は
全
地
点
で
、

四
五
表ン席
ま
で
は
八

割
以
上
、

大
〇
淀ンタ
ま
で
は
六
割
程
度
の

調
査
地
点
で
五
二
度
Ｃ
と
な

っ
て
い
た

〔注〕地点A:前 年接木苗 (台木 :Bバ リア)で 板害回避が可能であった区画
地点B:接 木苗でも最後まで収穫できず枯死 した区画
地点C:接 木宙でも3段 開花時に枯死してしまった区画
地点D:サ イロンra剤で処理した区画

地点Aの 処理後土壊の ( )内 数字は青枯病菌に類似するが未同定のコロニー数

単位 :× 10。/g乾 土

100

80

」と  70

60

50

４０

３０

２０

１０

０

１２

温

（℃
）

Nol地点における地温変化 (6月16-19日)

【第3図】処理後の深度別地温の推移

最 8 0

高
7 0

地

温
ω

● 5 0

∞
　
　
釣

範
　
　
３。

上 壊 深 度 ( c m )

〔注〕縦棒線は12地点の最高値と最低値、●印は平均値を示す。

【第4図】処理後の深度別最高地温 (℃)

r7 今 月の農業 6月 号 例



【第3表】青枯病発生調査

消毒法 初発時期 初発時の生育ステージ 萩植株数 発病株数 発売株率

熱  水

サイロン

9月下句

9月上旬

8段呆房上摘心終了、
4段果房収穫期

4段花房開花期、未収穫

石
　
　
　
３３

２。

　

　

　

‐‐５

％

　

　

％

（第
四
図
参
照
）
。

熱
水
土
壊
消
毒
の

直
前
と
処
理
三
日
後

に
採
取
し
た
土
壌
を

サ
ン
プ
ル
と
し
て
、

土
壊
中
の
青
枯
病
菌

数
を
調
査
し
た
。

上

壊
の
採
取
地
点
は
、

熱
水
土
壌
消
毒
を
実

施
し
た
連
棟
ハ
ウ
ス

内

の
前
年
接
木
苗

（台
木

中
Ｂ
バ
リ
ア
）

で
被
害
回
避
が
可
能

で
あ

っ
た
区
画

（Ａ

地
点
）、
接
木
苗
で
も

最
後
ま
で
収
穫
で
き

ず
括
死
し
た
区
画

（Ｂ
地
点
）
お
よ
び
接

木
苗
で
も
三
段
開
花

時
に
枯
死
し
て
し
ま

っ
た
区
画
（Ｃ
地
点
）

と
同

一
生
産
者
の
所
有
す
る
サ
イ
ロ
ン
油

剤
に
よ
る
土
壌
消
毒
を
実
施
し
た
隣
接
ハ

ウ
ス

（Ｄ
地
点
）
の
計
四
地
点
で
、

深
度

別
に
採
取
し
た
。

青
枯
病
菌
の
調
査
結
果
は
第
二
表
に
示

す
通
り
で
、

処
理
前
の
上
壌
か
ら
は
全
地

点
で
発
病
に
い
た
る
と
予
想
さ
れ
る
程
度

以
上
の
菌
数
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、

無
処
理

状
態
で
は
青
枯
病
が
多
発
す
る
と
予
想
さ

れ
た
。

執
水
土
壌
漕
生
幸
後
の
上
壌
で
は
、

Ａ

地
点
で
は
青
枯
病
菌
に
酷
似
す
る
菌
数
が

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
た
た
め
、

発
病
の
危
険
性

は
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
、

Ｂ
　
Ｃ
地
点
で
は
青
枯
病
菌
は
検
出
さ
れ

ず
、

発
病
は
ほ
と
ん
ど
な
い
か
、

あ

っ
た

と
し
て
も
前
年
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
い
と
考

え
ら
れ
た
。
Ｄ
地
点
か
ら
は
発
病
に
い
た

る
と
予
想
さ
れ
る
程
度
以
上
の
菌
数
が
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
、

サ
イ
ロ
ン
油
剤
に
よ
る
青

枯
病
防
除
効
果
は
熱
水
上
壌
消
毒
に
劣
る

と
予
測
さ
れ
た
。

栽
培
全
期
間
を
通
し
て
青
枯
病
の
発
生

が
認
め
ら
れ
た
が
、

土
壊
消
毒
の
効
果
は

大
き
く
発
病
株
率
は
低
率
に
と
ど
ま

っ
た

（第
二
表
参
照
）。
草
勢
は
総
じ
て
熱
水
土

壌
消
毒
の
方
が
サ
イ
ロ
ン
消
毒
よ
り
強
め

に
推
移
し
た
。

青
枯
病
の
発
生
時
期
は
前

年
が
人
月
中
旬
か
ら
で
あ
つ
た
の
に
比
べ
、

サ
イ
ロ
ン
消
毒
で
は

一
五
日
程
度
、

開
花

段
数
で

一
段
分
遅
く
発
生
し
、

熱
水
消
毒

で
は
さ
ら
に
遅
れ
て
四
五
日
程
度
、

開
花

段
数
で
五
段
分
遅
れ
、

四
段
果
一房
ま
で
は

発
生
を
見
ず
に
収
棲
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
病
株
率
で
は
、

サ
イ
コ
ン
消
毒
は
無

消
毒
で
あ

っ
た
前
年
の
九
％
に
比
べ
る
と

1)熱 水 自根 健全株

4)熱 水 接木■古死株 5)サ イロン 接木 健全体

【第5図】収種後の根の写真

6)サ イロン 接本 オ古死株

2)熱 水 自根 1首死株 3)熱 水 接木 健全体
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五
　
五
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
た
。

熱
水
土
壌

消
毒
で
は
さ
ら
に
効
果
を
発
揮
し
、

Ｂ
地

点
周
辺
で
若
子
の
発
病
が
認
め
ら
れ
た
が
、

最
終
的
な
発
病
株
率
は
ｏ
　
人
％
に
と
ど

ま
っ
た
。

発
生
は
ど
ち
ら
の
消
毒
法
も
ハ

ウ
ス
側
面
か
ら
始
ま
り
、

ベ
ッ
ト
続
き
に

連
続
し
て
広
が
っ
た
。

特
に
十
月
中
旬
の

多
雨
時
に
雨
水
が
ハ
ウ
ス
内
の
側
面
付
近

に
湛
水
し
た
後
、

そ
の
周
辺
を
中
心
に
発

病
株
は
増
加
し
て
い
た
。

な
お
、

参
考
と
し
て
熱
水
土
壌
消
毒
を

実
施
し
た
ハ
ウ
ス
で
は
自
根
苗
も
点
在
さ

せ
て
み
た

（計

一
〇
株
程
度
）
が
、

そ
れ

を
見
る
限
り
で
は
接
木
の
有
無
に
関
係
な

く
、

Ｂ
地
点
周
辺
の
自
根
苗
は
枯
死
し
、

Ａ

お
よ
び
Ｃ
地
点
で
は
自
根
苗
も
最
後
ま
で

発
病
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

収
穫
終
了
後
に
根
を
掘
り
と
っ
て
生
育

状
況
を
観
察
し
た
と
こ
ろ

（第
二
図
参

照
）、
熱
水
土
壌
消
毒
を
実
施
し
た
ハ
ウ
ス

の
ト
マ
ト
根
は
見
た
日
は
同
じ
健
全
株
で

あ
っ
て
も
、

サ
イ
ロ
ン
消
毒
の
根
に
比
較

す
る
と
根
量
そ
の
も
の
が
多
く
、

根
の
一

本

一
本
も
大
く
、

色
も
白
い
傾
向
に
あ
っ

た
。

接
木
枯
死
株
の
比
較
で
は
熱
水
土
壌

消
毒
区
の
株
は
発
病
時
期
が
遅
れ
た
こ
と

を
裏
付
け
る
よ
う
に
白
い
根
の

一
部
が
褐

変
し
て
い
た
。
な
お
、

熱
水
ハ
ウ
ス
で
は

自
根
苗
が

一
株
だ
け
発
病
し
た
が
、

根
の

褐
変
　
根
量
低
下
は
健
全
株
に
比
較
す
る

と
著
し
く
、

自
根
で
青
枯
病
が
発
病
す
る

と

一
気
に
侵
さ
れ
る
事
が
う
か
が
え
た
。

□
□
□
□
□
□
□

６
、

お

わ

り

に

熱
水
土
壌
消
毒
は
、

青
枯
病
に
対
し
既

存
の
化
学
農
薬

（サ
イ
ロ
ン
油
剤
）
ょ
り

大
き
な
防
除
効
果
が
得
ら
れ
、

結
果
と
し

て
両
ハ
ウ
ス
平
均
の
一
〇
町
当
た
り
出
荷

量
は
七

四
ナ
で
前
年
対
比

一
人
五
％
（平

年
対
比

一
一
四
％
）
と
過
去
最
高
の
出
荷

量
と
な
っ
た
。

こ
の
事
例
を
契
機
と
し
て
、
ト
マ
ト
生

産
者
が
千
葉
県
の
県
単
事
業
を
導
入
し
熱

水
土
壊
消
毒
機
を
共
同
購
入
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
、

長
生
地
域
で
は
既
存
の
化

学
農
薬
に
代
わ
る
土
壌
消
毒
法
の
ひ
と
つ

と
し
て
期
待
さ
れ
る
技
術
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
た
。

長
生
地
域
は
土
壊
の
透
水
性

が
よ
く
、

熱
水
土
壌
消
毒
に
好
適
な
地
域

と
考
え
ら
れ
、

今
後
の
普
及
が
期
待
さ
れ

る
。
し
か
し
、

熱
水
土
壌
消
毒
の
み
で
青

括
病
を
根
絶
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、

接

木
苗
の
使
用
を
含
め
た
複
合
的
防
除
策
を

と
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

本
圃
場
の
よ

う
に
極
め
て
菌
密
度
の
高
い
場
合
は
連
続

販
売
店
募
集
中

【第4表】深度別土壊蔵分分析調査 (調査地点A～ Cの 平均値)

綾
＜ｃｍｊ

p H E C

(dS/m)

上壊水分
(%)

交換性塩基 (mg/1113) 塩基バランス (当量) リン駿

(mg/
100=)

硝酸態窒素

(mg/
1008)石灰 者土 加里 石灰/吉 上 吉上/加 里

事前

0

1 5

3 0

4 5

6 0

7 5

72

73

72

73

71

71

２７

２８

２‐

１２

８

９

８８

８９

９２

５６

５２

４７

４５

４５

３９

‐３

５

８

事 後

0

1 5

3 0

4 5

6 0

7 5

０８

‐２

的

０９

０７

０６

２‐

６‐

６７

７２

ａ

如

チメクジ駆除剤といえば・・・

拶 今 月の農業 6月 号 ψ傲 '



Ocm iS● n 30om 45cal ω om 75om

4 1 X l

2 1 X l

0

３。

２５

如

‐５

‐０

５

０

Ocm  15 cm 30● m 45cm ω cm 75cm

Ocm 15 m 30om 45cm moⅢ  75● m

価

加

。

３。

２５

２０

１５

‐０

３

０

0●m   15 cn  30 cm  45 om  60 om  75 α ■

Ocm 15 oa1 30cn 45cm mem 75enl

Oon 15 om 30 cm 45 cm 的 ●m 75 cm

30

25

20

lS

10

5

0

りの線虫数、日 :糟物寄生性線よ、日 :自由生活性線虫)

Ocm   15 cm  30 cm  45 cm  60 cm  75 em

O oH1  15 cn  30cm  45● m  60 em  75 cm

ｍ

制

御
加

ｏ

３。

２５

如

‐５

‐０

５

０

【第6図】処理前後における線虫数の変化 (生±50g当 た

し
て
熱
水
土
壌
消
毒
を
行
い
、

菌
密
度
を

下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
、

土
壌
の
化
学

性
に
つ
い
て
処
理
前
後
で
調
査
し
た
結
果
、

硝
酸
態
窒
素
は
四
割
、

カ
リ
は
人
割
程
度

に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。

特
に
カ
リ
に
つ

い
て
は
、

土
壊
上
層
部
の
減
少
が
大
き
く

三
〇
～
六
〇
々
ン
財
の
下
層
部
は
増
加
し
て

お
り
、

上
層
部
の
成
分
が
下
層
に
移
行
し

た
事
が
う
か
が
え
た
。
こ
の
た
め
、

処
理
前

後
で
の
化
学
的
変
化
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
た

（第
四
表
参
照
）
。

し
か
し
、

上
壊
病
害
菌
密
度
が
高
く
そ

の
た
め
に
根
傷
み
が
起
こ
っ
て
土
壌
中
の

肥
料
分
を
吸
収
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
圃

場
で
は
、

熱
水
土
壌
消
毒
に
よ
っ
て
菌
密

度
が
抑
え
ら
れ
根
張
り
が
良
好
と
な
っ
て

肥
料
吸
収
体
制
が
万
全
に
な
る
と
、

か
え

っ
て
強
草
勢
と
な
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、

施
肥
設
計
に
は
十
分
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、

不ヽ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
つ
い
て

も
深
層
部
ま
で
の
防
除
効
果
が
確
認
さ
れ

た
（第
六
図
参
照
）
た
め
、

熱
水
が
深
層
部

ま
で
十
分
浸
透
す
る
場
合
は
ネ
コ
ブ
セ
ン

チ
ュ
ウ
の
防
除
効
果
も
期
待
で
き
る
。
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